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（社会福祉事業功労者への表彰の様子）（社会福祉事業功労者への表彰の様子）

　
９
月
７
日
、
さ
く
ら
ん
ど
会
館
に
て
、

第
14
回
五
泉
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
市
民
の
み
な
さ
ん
、
福

祉
関
係
者
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
午
前
は
、
市
内
の
福
祉
施
設
が
販
売
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
や
、
ご
家
庭
に
あ

る
食
材
を
募
り
食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
方

へ
寄
付
す
る
活
動
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

行
い
、
午
後
の
部
で
は
、
社
会
福
祉
事
業

に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
の
表
彰

と
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
「
ほ
ほ
E
M
I
介
護
の

力
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
E
M
I
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
で
、
ト
ー
ク
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
ご
活
躍
中
の
、
落
語

家
林
家
こ
ん
平
さ
ん
の
二
女
、
笠
井
咲
さ

ん
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
笠
井
さ
ん
は
、
「
『
ほ
ほ
え
み
介
護
』

は
、
介
護
を
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
笑
に

な
る
こ
と
が
大
切
。
双
方
の
た
め
に
も
、

ム
ダ
、
ム
ラ
、
ム
リ
を
無
く
し
、
お
互
い

に
気
持
ち
の
良
い
介
護
を
す
る
こ
と
が
目

標
で
あ
る
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
父
こ
ん
平
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
、
「
父
は
新
潟
に
来
る
度
、
こ
れ
ま

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
回
復
を
み
せ
て
い
る
。
」
と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
落
語
絵
本
の
「
寿
限
無
」
の
読
み
聞
か

せ
も
特
別
に
ご
披
露
く
だ
さ
り
、
親
か
ら

い
た
だ
い
た
名
前
は
一
生
の
宝
物
で
あ
り
、

子
を
思
う
親
の
心
が
映
し
出
さ
れ
た
も
の

だ
と
朗
々
と
し
た
語
り
口
で
伝
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
「
１
２
３
ち
ゃ
ら
ー
ん
体
操
」
で
は
、

こ
ん
平
さ
ん
の
名
台
詞
、
「
１
２
３
ち
ゃ

ら
ー
ん
！
」
の
動
き
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、

座
っ
た
姿
勢
で
も
で
き
る
体
操
を
披
露
い

た
だ
き
、
会
場
全
体
に
元
気
な
「
ち
ゃ
ら

ー
ん
！
」
の
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
会
場

は
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
介
護
生
活
に
お
け
る
自
分
の
在
り
方
や

物
事
の
捉
え
方
、
意
識
改
革
に
至
る
ま
で
、

時
折
笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
、
参

加
者
か
ら
は
笑
い
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

楽
し
く
学
べ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
14
回 

五
泉
市
社
会
福
祉
大
会

「
ほ
ほ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
介
護
の
力
」

「
ほ
ほ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
介
護
の
力
」

笠
井

　咲
さ
ん 

講
演

株
式
会
社

　Ｅ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役

ト
ー
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

（敬称略）

社会福祉事業功労者　６団体

　五泉手話サークルいずみ

　コスモスの会　　　　　村松商工民謡会

　ひまわりサークル　　　青空会

　さくら学園合唱クラブ

社会福祉団体役員等功労者　１名

　五泉市民生委員児童委員

　　山下　文子

社会福祉事業協力者（感謝） ２団体

　さくらの街信用組合

　村松カラオケ愛好者の集い・慰問の五松会

え
み

じ
ゅ  

げ    

む

（元気に体操を披露される笠井さん）（元気に体操を披露される笠井さん）
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サマーボランティアスクール2019　活動報告サマーボランティアスクール2019　活動報告サマーボランティアスクール2019　活動報告
　８月20日から１泊２日で「サマーボランティアスクール」を開催し、市内の中学校、高校から3名

が参加しました。福祉やボランティアについて学習した後、特別養護老人ホーム菅名の里で車いす清掃

や利用者さんとの交流などのボランティア体験学習を行いました。

　参加した生徒からは「利用者の方とコミュニケーションをとれてよかった。次はもっとたくさんの方

とお話しをしてみたい。」等の感想をいただきました。

～ご協力ありがとうございました～

●カラオケサークル結　　　 　30,000円
●村松カラオケ愛好者の集い
　慰問の五松会　　　　　　 　31,242円

●さくらの街信用組合　　　　100,000円

R1.7.21～R1.9.30（敬称略）

 R1.7.21～R1.9.30（敬称略）

使用済み切手・テレカは
ボランティアセンターへ

あたたかなご厚意に
感謝いたします

●阿賀のめぐみ 望川閣　
●有限会社 丸和工業
●株式会社 松の家　●五十嵐　孝一
●山田　明　●すみつぼ　●泉　真澄
●佐久間石油
●収集ＢＯＸに寄付してくださったたくさんの方々

♥ ♥

事前学習のワードゲーム 車いす清掃体験

夜はみんなでBBQ♪ ふりかえり

集合写真

車いすって色んな種類があるんだ！

新しい発見がたくさんあったよ！

◇新採用のお知らせ（令和元年10月１日付）

ホームヘルパー　　星野　明美

さくらの街信用組合より
ご寄付をいただきました！
さくらの街信用組合より
ご寄付をいただきました！
さくらの街信用組合より
ご寄付をいただきました！

　さくらの街信用組合が９月６日に開催され

たチャリティゴルフ大会で集まった募金から

10万円が当会へ寄付されました。

　この募金活動は、旧五泉信用組合の頃より

10年以上にわたり、毎年ご寄付をいただい

ております。

　寄付金は、五泉市の社会福祉事業に役立て

ます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

あなたの町の福祉活動 ～共同募金について～あなたの町の福祉活動 ～共同募金について～あなたの町の福祉活動 ～共同募金について～

Q．共同募金って何？

A．たすけあい運動の一環
　　です

　共同募金は民間が行う寄付金

事業として、昭和22年から開始

しています。

　地域福祉の課題解決に取り組

む民間団体を応援する「じぶん

の町を良くするしくみ。」とし

て、取り組んでいます。

Q．募金は強制ですか？

A．強制ではありません

　みなさまのお気持ちに応じて

募金をお願いします。

　町内にお願いする募金は、封

筒に目安の金額を記入しており

ますが、必ずこの金額を募金し

なければいけないものではあり

ません。

Q．集まった募金は何に使うの？

A．

Q．どうして目標額があるの？

A．　　地域福祉を進めるために、様々な福

　　祉団体に申請をよびかけ、どのくら

いの募金が集まれば事業を行うことがで

きるか計画をたて、それに基づいて目標

額を設定し、募金活動を行うためです。

皆様のご協力を

よろしくお願いします！

　　五泉市の福祉活動や、新潟県内の福祉団体、

　　施設や災害支援活動に使われています（表紙

　　ページを参照）。詳細は、赤い羽根データベ

　　ース「はねっと」をご覧ください。

　　http://hanett.akaihane.or.jp

　８月２５日にウオロク五泉店で、高校生ボランティア

の協力のもと募金活動を実施しました。

　市民のみなさまからご協力いただき、ありがとうござ

いました。

　お寄せいただきましたお気持ちは、福祉車両の寄付や

国内の災害支援などに役立てられます。

総額：２３９，２９７円総額：２３９，２９７円

ご協力ありがとうございました！
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１０月１日～１２月３１日

（社会福祉事業功労者への表彰の様子）（社会福祉事業功労者への表彰の様子）

　
９
月
７
日
、
さ
く
ら
ん
ど
会
館
に
て
、

第
14
回
五
泉
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
市
民
の
み
な
さ
ん
、
福

祉
関
係
者
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
３
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
午
前
は
、
市
内
の
福
祉
施
設
が
販
売
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
や
、
ご
家
庭
に
あ

る
食
材
を
募
り
食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
方

へ
寄
付
す
る
活
動
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

行
い
、
午
後
の
部
で
は
、
社
会
福
祉
事
業

に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
の
表
彰

と
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
「
ほ
ほ
E
M
I
介
護
の

力
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
E
M
I
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役
で
、
ト
ー
ク
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
ご
活
躍
中
の
、
落
語

家
林
家
こ
ん
平
さ
ん
の
二
女
、
笠
井
咲
さ

ん
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
笠
井
さ
ん
は
、
「
『
ほ
ほ
え
み
介
護
』

は
、
介
護
を
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
笑
に

な
る
こ
と
が
大
切
。
双
方
の
た
め
に
も
、

ム
ダ
、
ム
ラ
、
ム
リ
を
無
く
し
、
お
互
い

に
気
持
ち
の
良
い
介
護
を
す
る
こ
と
が
目

標
で
あ
る
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
父
こ
ん
平
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
、
「
父
は
新
潟
に
来
る
度
、
こ
れ
ま

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
回
復
を
み
せ
て
い
る
。
」
と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
落
語
絵
本
の
「
寿
限
無
」
の
読
み
聞
か

せ
も
特
別
に
ご
披
露
く
だ
さ
り
、
親
か
ら

い
た
だ
い
た
名
前
は
一
生
の
宝
物
で
あ
り
、

子
を
思
う
親
の
心
が
映
し
出
さ
れ
た
も
の

だ
と
朗
々
と
し
た
語
り
口
で
伝
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
「
１
２
３
ち
ゃ
ら
ー
ん
体
操
」
で
は
、

こ
ん
平
さ
ん
の
名
台
詞
、
「
１
２
３
ち
ゃ

ら
ー
ん
！
」
の
動
き
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、

座
っ
た
姿
勢
で
も
で
き
る
体
操
を
披
露
い

た
だ
き
、
会
場
全
体
に
元
気
な
「
ち
ゃ
ら

ー
ん
！
」
の
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
会
場

は
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
介
護
生
活
に
お
け
る
自
分
の
在
り
方
や

物
事
の
捉
え
方
、
意
識
改
革
に
至
る
ま
で
、

時
折
笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に
、
参

加
者
か
ら
は
笑
い
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

楽
し
く
学
べ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
14
回 

五
泉
市
社
会
福
祉
大
会

「
ほ
ほ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
介
護
の
力
」

「
ほ
ほ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
介
護
の
力
」

笠
井

　咲
さ
ん 

講
演

株
式
会
社

　Ｅ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取
締
役

ト
ー
ク
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

（敬称略）

社会福祉事業功労者　６団体

　五泉手話サークルいずみ

　コスモスの会　　　　　村松商工民謡会

　ひまわりサークル　　　青空会

　さくら学園合唱クラブ

社会福祉団体役員等功労者　１名

　五泉市民生委員児童委員

　　山下　文子

社会福祉事業協力者（感謝） ２団体

　さくらの街信用組合

　村松カラオケ愛好者の集い・慰問の五松会

え
み

じ
ゅ  

げ    

む

（元気に体操を披露される笠井さん）（元気に体操を披露される笠井さん）


